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契丹小字「胡睹菫審密墓誌銘」考釈

呉　　　英　喆

A Study of the Epitaph of Hudujin Shenmi in the Khitan Small Script

Wu, Yingzhe

The Epitaph of Hudujin Shenmi 胡睹菫審密 in the Khitan Small Script is 
preserved at the Khitan Museum in Balin Zuoqi of Chifeng, Inner Mongolia 
Autonomous Region, China. � e time and place of excavation of the epitaph 
is still unknown. It is assumed to be complete and is an exquisite sample of a 
Khitan cultural text. It has 39 lines in the Khitan Small Script, with a varying 
number of characters per line. � e total number of characters is 1480, includ-
ing single characters and blocks. � e author of the epitaph lists the personal 
narratives from the tomb owner’s ninth-generation forefather down to his 
grandsons. His fourth-generation forefather was King Tuoning 駝寧, whose 
biography is recorded in the Liaoshi 遼史. � e tomb owner was born on June 
13, tenth year of Chongxi 重熙 (1041), and he died on September 16, the sev-
enth year of Daan 大安 (1091). He held the administrative positions of Fellow 
of the Department of Seal Card 印牌司郎君, Le�  Department of the Younger 
Brother of the Emperor 左司郎君, Resident Guardian of Middle Capital 中京
留守, and others. His wife and his children gave him a funeral ceremony and 
buried his corpse at a certain mountain.

� ere are several historical personages mentioned in the epitaph. � ese 
include Xiao He 蕭何, Zhang Liang 張良, Yang Xiong 楊雄, Wang Tong 王通, 
Zhong Ziqi 鐘子期 and Bao Shuya 鮑叔牙. � ere is also a literary quotation. 
According to a preliminary study of the epitaph, we can establish that the 
tomb owner was the uncle of the tomb owner of the epitaph of Xiao Dilu蕭敵
魯墓誌銘 and a nephew of the tomb owner of the epitaph of Xiao Tuguci 蕭図
古辞墓誌銘. � erefore, the new epitaph will provide signifi cant reference mate-
rial for the comparative study of the three epitaphs and of the clan of Xiao 
during the Liao dynasty.
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はじめに

契丹小字「胡睹菫密墓誌銘」は，現在中国内蒙古自治区巴林左旗の契丹博物館に所蔵され
ている。この墓誌の発見された時期及び場所は不明である1）。拓本によると，原石面の形はほ
ぼ正方形で，横の長さは 72.5 cm，縦の長さは 72.5 cm。石面の辺に沿って四つの細い線で方
框が作られ，線と線の間 45箇所に，小さな模様がある。その正方形の中に計 39行の契丹小
字があり，単体小字のサイズは 1 cm×1 cmほどである。毎行の文字数は一定ではなく，合計
1480字ほどが書かれている。その中で，37文字の字形は拓本に基づいては正しく書き写すこ
とができず，およそ 1440文字は明瞭である。契丹文字の墓誌は一般的に二つの石で一組とな
るはずであるが，この墓誌は一つの石だけが残り，もう一つの石の行方は不明である。以下筆
者は契丹小字の拓本に基づき，この墓誌の契丹文で書かれた内容を考釈する。

1. 墓誌のタイトルと作者

第 1行に，墓誌のタイトルと作者についての情報がある。これは契丹文字の墓誌の慣例であ
る。始めの 10文字は：

   
   

   









   



 大     □     契丹   国の    別   国舅の   □   審密の   墓      誌

その中の
は墓主の名前で，その第三原字の発音が不明のため，この人名に対応する漢

字はまだ分からない。
 は「審密の」という意味（清格爾泰等 1985: 590）。『遼史』「営衛誌

中」に「二審密：一曰乙室已，二曰拔里，即国舅也」（二つの審密：一つは乙室已，もう一つ
は拔里，即ち国舅である）とある。そのため，墓主の名字は「蕭」に違いない。もちろん，国
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1） 愛新覚羅 2011．この論文によると，本文で議論している墓誌が出たのは内蒙古自治区通遼市奈曼
旗青龍山鎮南溝屯の近くである可能性があるという。そのほか，愛新覚羅氏は，「胡睹菫密墓誌銘」
を解読したというが，別のどの論文に「解読」が記されているか明らかではない。同論文にも具体
的な契丹文字が出ていないので，どの文字がどんな意味を持っているかが明瞭ではない。また，愛
新覚羅氏は『契丹文「大中央契丹外戚国舅特里堅審密位墓誌銘」と「国舅楊隠宰相愓隠司蒲奴隠尚
書墓誌銘」合考』，（「東亜文史論叢」2011年第 1号）という論文を発表したという情報もある。し
かし，この論文も未見であるため，もし筆者の指摘が愛新覚羅氏の論文と一致しているところがあ
れば，それは偶然によるものである。
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舅別部（別の・国舅）という言葉からも，墓主の名字は「蕭」であることが分かる。なぜなら，
遼朝の国舅部に属する人の名字は全部「蕭」であるからである。2/1-2/42）に













墓主 ?胡睹菫   第二名   □

その中の
 は「墓主」を表現していると推測される。 

 は墓主の名前であり，過去の研

究から，「胡睹菫」3）と読む。次は「第二名」という意味。最後は第 1行に見られる墓主の別名
である。そして，墓誌末の 35行目の銘文に「蕭審密」とあるから，本墓誌を「胡睹菫審密墓誌銘」
と命名する4）。1/22-31:


    




    

耶律   司    家     奴      撰      第二    子      楊    皙？   書丹
以上の内容から，本墓誌の作者は「耶律司家奴」であり，書丹者，即ち朱砂で墓誌銘の文字
を石に書いた人物は墓主の次男の「楊皙」であることが判明する。

2. 墓主の先祖

本墓誌の 2/8-8/37には，墓主の先祖に関することが記録してある。その先祖の出身地は「迭
剌部斡納阿剌石烈□彌里」，2/8-16にそれに関する記録がある。


  

  
  

    
      

        
     

先祖     □    迭剌   部   斡納阿剌   石烈   □   彌里の   人
その中の，「部」は「部族」，「石烈」は「県」，「彌里」は「郷」という意味を表す。これら
の地名は『遼史』の六院部にある「斡納阿剌」の記載と一致している。

2-1 墓主の第九代の先祖
墓主の第九代の先祖の名前は

 ，これが 2/18にある。その中で，の発音は ，はmu5）

（清格爾泰 2011: 417-423），の発音は不明である。もしの発音が li或いは riであれば，


は『遼史』「外戚表」にある「胡母里」の発音に似ている。「胡母里」は「忽母里」と書かれる
こともある。この人物は蕭氏家族の「五世祖」である（康鵬 2011）。契丹小字で書かれた同じ
人名は「蕭敵魯墓誌銘」第 2行（Wu and Janhunen 2010: 57）にも見られる。
なお，墓主の第八代の先祖名は本墓誌には書かれていないが，「蕭敵魯墓誌銘」の第 2行に

見られる
 である（Wu and Janhunen 2010: 57）。第七代の先祖は本墓誌に書かれていない

が，「蕭敵魯墓誌銘」の第 3行に見られる
 である（Wu and Janhunen 2010: 57）。この二

つの契丹文字と対応する漢字はまだ不明である。

2） 本文では，何行目と何文字目かを「2/8」のように表示する。
3） 劉鳳翥他 2009より。
4） 愛新覚羅 2011はこの墓誌を「大中央契丹国外戚国舅特里堅審密位誌銘」と命名している。
5） 本文に引用している契丹小字の発音は全て清格爾泰 2011を参考にした。



108 アジア・アフリカ言語文化研究 84

2-2 墓主の第六代の先祖
本墓誌の第2行にある最後の三つの文字

 は「第三代の子」という意味。即ち「胡

母里」の第三代の子孫であり，3/1-2の



 は墓主の第六代の先祖の名前「□郎君」であ

ることが分かる。次の契丹文字 3/3-9:

 
     

 承       天    太   后の   弟   祖   父

この内容により，
 は「承天太后」の祖父の弟であることが分かる，しかし，この人物の

名前は史料に見られない。「承天太后」の名前は「蕭綽」。幼名燕燕，景宗皇帝の皇后である。
統和元年（983）に「承天皇太后」という尊称を得た。

2-3 墓主の第五代の先祖
墓主の第五代の先祖のことが 3/13に書かれており，名前は

 。この文字の第二原字の

発音は u，最後のは ərまたは er（清格爾泰 2011: 417-423）と読む。彼は『遼史』「列伝」
第十五にある蕭撻凛の父術魯列である（康鵬 2011）。そのため，を「術魯」の発音により，
ulと読むことができる。過去，研究者たちは契丹文字資料によく現れるの意味を「銘」
と推測してきたが，発音は不明であった。を ulと読むことにより，は uluと読める。

この読み方は蒙古語の「詩」ulに極めて似ている6）。従って，
 （「宋魏国妃」3）は

の動詞形で，
 （「仁先」30）の発音 ul或いは lは，蒙古語の ulと一致する可能性

がある。
次の文に（3/25-26）がある。は「太尉」の音訳であることがすでに知られて
いる。の意味が未だに不明である。の発音は t（或いは d），は urであるから，合わ
せて turとなり，この音は『遼史』「百官誌二」にある「吐里太尉」の「吐里」の発音と似て

いる。時に「吐里太尉」は「禿里太尉」とも書かれる5）。そのため， 






  は「吐

里太尉」という意味であると分かり，墓主の第五代の先祖術魯列は「吐里太尉」であることも
明らかになる。そのほか，「吐里太尉」は遼時代の「奚六部」にしかいないので，  の

前の



は「奚族」の「奚」だと推測される。加えて，奚族には六部がある。




の前の

 （（（

iまたは j， u， ərまたは er。清格爾泰 2011: 417-423）はその中の「遥里」（部）の音訳
と考えられる。

2-4 墓主の第四代の先祖
墓主の第四代の先祖は

 である。この人は「大王」になったので，『遼史』「列伝」第十五

にある蕭撻凛であることは明らかである。蕭撻凛の別名は「駝寧」。
 の音 to-on-on→tonon

6） 契丹語は蒙古語と近い言語と考えられているため，筆者も契丹語と蒙古語の語彙の音形が近いもの
とみなしている。しかし，契丹語は蒙古語とは全く同じ音形とは考えない。

5） 愛新覚羅（2011: 33）にも「吐里太尉」に関する内容がある。契丹文字が記載されていないため，
詳しくは不明であるものの，おそらくを「吐里」と読んでいると考えられる。
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と似ている。ほか，蕭撻凛の経歴も本墓誌の第四代の先祖の経歴と一致している（康鵬 2011）。
この人物に関しては本墓誌の 3/29から 6/1字に記載されているが，多くの内容がまだ解読でき

ない。その中で，4/14-18の
 

 が「阻卜の□達領の都督」と推測される。そ

して，蕭撻凛の列伝の中の「中伏弩卒」という記載から 5/6-8の









は「秘密の弩

が命中し」とも推測される。

「蕭敵魯墓誌銘」の 3/15-8/14にも蕭撻凛に関する記録がある。








 の意味は「弩

が命中して死亡」と考えられる。なお「蕭敵魯墓誌銘」中の  の逐語的な意味は
「夜日の官」であるが，蕭撻凛の列伝の「保寧初，為宿直官，累任囏劇」という表現により，

  の実際の意味は「宿直官」だということが分かる。

2-5 墓主の第三代の先祖
墓主の第三代の先祖，即ち墓主の祖父は

  （6/6-8）阿古真大王であり， 
  

（6/16-19）乾亨皇帝，即ち聖宗皇帝及び
   （6/20-24）重熙皇帝，興宗皇帝

の在位時，
 （6/28-29）達領部を管理していたようである。そのほか   

（6/32-35）「六字功臣」及び 
 （6/37-39）「許王」の号を得た。この人に関して「蕭

敵魯墓誌銘」にも記録があり，阿古真の別名を
 （Wu and Janhunen 2010: 78）とする。

これは，『遼史』「列伝」第十五にある蕭撻凛の息子の名前「慥古」の音訳であると考えられて
いる（康鵬 2011）。この墓誌によると，阿古真大王は「林牙・夷離畢・東宮統軍使・使相・郡
王・南宮統軍使」などの号を得た。

2-6 墓主の第二代の先祖
墓主の第二代の先祖，即ち墓主の父の名前は




 （7/4-5）胡睹菫・帖剌本である。こ

の名前は本墓主の名前と同じである。契丹人の名前としては，父と子の名前が同じ，或いは似

ていることは一般的である。その人物は 



 （7/29-31）黄皮室詳穏6）・   

（7/32-33）吐里太尉・
  （7/34-36）□度使・   

（7/38-8/1-2）南院

同知・
  （8/3-6）応州度使・  

  
 （8/7-12）東北部達領詳

穏院 ?・






 
 （8/13-18）六部奚大王の院？・  

 （8/22-24）上将

軍などの号を得て，59歳の時死亡。文中の
は「黄皮室」であることからが「黄」を

表すことが分かり，契丹語の「十干」がやはり蒙古語のように五色で表示されていることが証

明される。そして，
が「耶律奴墓誌銘」の 43行目にも見られ（石金民等 2001: 68），「皮室」

という漢字に相当する。『遼史』「国語解」によると，「皮室」は契丹語で「金鋼」の意味であ
ることが分かる。

6） 愛新覚羅（2011: 33）にも「黄皮室詳穏」に関する内容がある，論文中には契丹文字が無いが，お

そらく 



 を「黄皮室詳穏」と読んでいるのであろう。
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3. 墓主本人

本墓誌の 8/38から 16/17までは，墓主の一生の経歴を記録している。墓主は胡睹菫・帖剌
本太師と楊傑夫人の次男である。この楊節夫人が耶律仁先の妹であることは「耶律仁先」（第
8行）と「耶律智先」（第 13行）の内容により判断できる。

墓主は




  

        （9/8-19）重熙十年（1041）辛巳年六月十三

日に生まれた。契丹文字 
   （9/28-32）の意味は「人間になり，詩・文字を作

る」であるから，墓主は小さい時から，詩や文字が得意であったようである。  

（11/1-3）二十八歳で，  
 （11/25-28）「印牌司の郎君」になり，その後に




 （11/42-43）「左司の郎君」になり，そして （11/47-48）「枢密」に関する仕事も

していた。また



    

 （13/18-22）「中京留守になり」，




   


（13/24-28）「通事枢密になった」と解読できる。この中の





を「通事」と推測し，

  を「事枢密」と推測する。この官職は『遼史』「百官誌」に見られる「南枢密院通事」

に一致すると考えられる。その後 
    （13/29-33）大康二年（1076）の冬，




 （13/37-38）「国舅詳穏」になり，

   
 （14/4-6）翌年の冬，「林牙」になった。

続けて， 
    （15/22-26）大康五年（1079）の春にどんな官職に赴任したかは不

明である。16/3-17:

 




             

  


   大安     七   年   二   月   十   六   日に    □             □    馬から落ち   死んだ
上は墓主の死亡日である。大安七年は 1091年で，享年は 50歳であった。

4. 墓主本人に対する評価

本墓誌の 16/18-26/21までは，作者の墓主の経歴に関する評価らしい。多くの内容が解読
できないが，判読できる部分は以下のとおりである。

16/33-36:    は人名「蕭何」（前 257-前 193）と「張良」（?-前 185）の音
訳の可能性がある。のは sと，は iuとそれぞれ読み，あわせて siuであり，は
xと読む。漢字「蕭」の中世期の発音は siau①（李珍華等 1993）7）であり，「何」は ho③ま
たは ho④なので，契丹字 の発音は，人名「蕭何」の中世期漢語の発音によく似ている。

のは 或いは と，は とそれぞれ読み，あわせて になる。のは lと，
は iと読み，合わせて liになる。漢字「張」の中世期の読み方は ti①であり，「良」
は lia②なので，契丹字 の発音も人名「張良」の中世期の発音に極めて似ている。

7） 本文に引用している中世漢語の発音は全て李珍華等 1993を参考にした。siau①の数字①は声調を
表す。以下も同じである。



111呉　英喆：契丹小字「胡睹菫審密墓誌銘」考釈

17/1-4: 
   は人名「楊雄」（542-612）と「王通」（584-617）の音訳の可能性

がある。のは iまたは jと，は とそれぞれ読み，あわせて iまたは jになる。


 の は xまたは kと，は iouと，は uとそれぞれ読み，あわせて xiouまたは

kiouになる。漢字「楊」の中世期の発音は iaŋ②，「雄」は hiu②なので，契丹字


の発音は人名「楊雄」に非常に似ている。
は uと読む。は tʻまたは tʻu，は uとそれぞれ読み，あわせて tʻuになる。「王」
の中世期の発音は ua②または ua④であり，「通」は thu①なので，契丹字 の発音も，
人名「王通」の中世期の発音に明らかに似ている。

21/7-16:  



    

   


21/17-32:  
    

    
   

  
    

以上の二つのセンテンスは，何らかの漢語の文献からの引用と考えられるが，内容は不明であ
る。

5. 墓主の家族

本墓誌の 26/22-27/26は墓主の兄弟に関する情報である。

26/22-29:





       は「?･ 兄一人□菩奴太尉」という意味で，先頭の





の意味は「（墓主と）同父異母の」と推測される。なぜならば，「蕭敵魯墓誌銘」第 12行によっ

て「□菩奴太尉」の母は「胡睹菫・帖剌本大師」の先妻
 （建哥？）であり，墓主の母

は後妻 楊傑であると分かるからである。

27/8-13:     



 は「同母の弟一人□郎君」という意味になる。

27/14-25: 
     

   



  は「姉妹二人，魯傑夫人□夫

人査剌宰相の帳の人に嫁いだ」。
27/27-29/22は，墓主の妻と子孫に関しての記録である。

  
      

     （27/30-43）

    妻     烏盧本  娘子    孟   父房の    □   □  詳穏の    娘     今     歳   五十  一
この文は「墓主の妻烏盧本夫人は，横帳の孟父房の某人の娘。当時の年齢は五十一歳である」
を意味する。この女性から二人の息子と二人の娘が生まれた。
長男は記録によれば，


      （27/47-28/6）

大    羅      漢      奴      歳   三十   四

           
       （28/7-15）

妻     阿古   兄   弟の   （人     名）   太   師の    娘
とある。この意味は「長男の名は羅漢奴，当時の年齢は三十四歳。彼の妻の名は阿古。彼女は
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兄弟の（帳の）某太師の娘」である。長男の妻からは，息子二人，娘一人が生まれた。
次男については，次のような記録がある。

     （28/26-31）
   小      楊      皙      歳    十   八
楊皙は前述した，本墓誌の書丹者である。

二人の娘のうち，一人は




，もう一人は

 という名である。

6. 葬式

29/23-39：




   

     
  

  



 「大安七年（1091）

歳年次辛未九月丙戌朔三十乙卯日」，即ち胡睹菫が死亡して 7ヵ月たってから埋葬した。その

葬式に 
  

     （30/1-10）「烏盧本・子供の羅漢奴・楊皙」，

及び多くの人が参加し，墓の場所は
 （30/25-26）某山であった。

         
      





（31/37-32/4）

 二十諸年   苦難     福     と      □
このセンテンスは，墓主の二十年余りの幸福と苦難の経歴を評しているようである。この中

で，
 の発音が γsなので，この文字は蒙古語「苦難」γslに対応すると推測される。

   
   

  
 





（32/6-13）

 □    鐘 子 期の 知 鮑 叔 牙の
このセンテンスに見られる「鐘子期」は春秋時代の楚国の人で，「鮑叔牙」は春秋時代の斉
国の大夫である。のは 或いは uと，は uとそれぞれ読み，あわせて uになる。

のは sと，は ïとそれぞれ読み，あわせて sïになる。
 のは xまたは kと，は

iと，は inとそれぞれ読み，あわせて ki-inと読む。 inは所属語である。「鐘」の中世期

の発音は tiu①であり，「子」は ʦï③であり，「期」は khi②なので， 
 の発音は

人名「鐘子期」によく似ており，全体として「鐘子期の」という意味になる。


 のは pと，は uと，は uとそれぞれ読み，あわせて puuになる。のは

と，は ouとそれぞれ読み，あわせて ouと読む。
 のは と，は iと，は nと

それぞれ読み，あわせて i-nと読む。その中で， nは所属語である。漢字「鮑」の中世
期の発音は pu④であり，「叔」は iu③であり，「牙」の中古音は a①，中世期の音は ia②な

ので，
   

 の発音は，人名「鮑叔牙」の中古音によく似ており，その意味は「鮑叔

牙の」である。
この人名「鐘子期」と「鮑叔牙」を引き合いに出したのは，墓主の評価が高かったためと考
えられる。
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おわりに

これまで（2011年 10月 18日現在）契丹小字の墓誌，墓誌碑及び石碑は 34件公開，発表され，
本墓誌を含めて 35件になる。近年，資料が増加するに従って，解読できる部分も広がり，契
丹小字の研究レベルは高くなっている。「胡睹菫密墓誌銘」を詳細に調べることによって，こ
の墓主は，以前発表された「蕭図古辞墓誌銘」の主人蕭図古辞の甥，そして「蕭敵魯墓誌銘」
の主人蕭敵魯の叔父であることも明らかにすることができた。今後も新出の契丹文字資料の精
読に努めたい。
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付録 1　図版全体

契丹小字「胡睹菫審密墓誌銘」拓本
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付録 2　図版拡大　右上



116 アジア・アフリカ言語文化研究 84

付録 3　図版拡大　右下
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付録 4　図版拡大　左上
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付録 5　図版拡大　左下
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